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はじめに

　ただいまご紹介を頂きました籔内佐斗司でござ
います。今日は、快晴の素晴らしいお天気に恵ま
れました。私は自他共に認める晴れ男なんですが、
晴れ男の面目躍如でございます。でも、せっかく
のいいお天気の土曜日なのに、こんなにたくさん
のみなさまにお越し頂いて、たいへん恐縮してい
ます。
　さて、私は大阪で生まれましたので、高校の同
級生たちもたくさん同志社大学に進学しました。
高校時代の私にとって同志社は、憧れの大学のひ
とつでした。しかし、私の学力では遠く及ばなかっ
たものですから、しかたなく東京藝大に行ったと
いうような悲しい過去がありました。ですから、
今日はこちらで講演をさせて頂くということで、
いささか緊張しています。
　さきほど、彫刻家とご紹介をいただきましたが、
ご覧のような「童

どう

子
じ

」と呼ぶキャラクターの彫刻
作品を造っています。材質は、ヒノキ。それに漆
を塗りまして、日本画の顔料で彩色をするという
仏像と同じ技法で造っています。この童子は、普
通の子どもではなくて、いのちの象徴、大自然の
エネルギーであるという風に考えています。

　今映っている作品は、「知足童子」といいます。
古銭を模したデザインは禅寺の蹲（つくばい）で
有名ですけれども、真ん中の四角い部分を「口」
と見立てて、上から右回りに「吾

われ

、唯、足るを知
る」と読みます。お釈迦さまは、「足るを知れ」
という遺言を残されたそうです。足るを知ること
によって満ち足りた気持ちになり、感謝のこころ
が起こり、幸せになれるという仏教の神髄を教え
てくれる童子というわけです。

　これは「恵比寿童子」、「えべっさん」ですね。
大きな鯛を釣っています。こんな童子の作品を
30年以上造っているわけです。
　このように、私は日本的なテーマ、日本人の精
神世界や仏教的な世界観を基礎に作品を造ってき
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ました。それは、若いときに仏教の研究や仏像修
復を経験したことに強く影響を受けているのだと
思います。
　しかし、講演会などで「私は彫刻家です」とか、
「東京藝大で仏像の古典技法やら修復を教えてい
ますよ」と自己紹介しても、お客さまの反応がい
まひとつ鈍いのです。しかし「奈良のせんとくん
を造りました」と紹介すると、皆さん、「おおっ、
そうですか！」というふうに急に食いつきがよく
なります。嬉しいような寂しいような複雑な心境
なのですけれども…。

せんとくんは菩薩

　さて、このせんとくんは、2010年に奈良県が
開催した平城遷都 1300年祭のマスコットキャラ
クターとして私がデザインしました。発表当時、
マスコミなどで賑やかに騒いで頂きましたので、
その後の展開が大変楽しくなりました（笑）。

平城遷都1300年祭 マスコットキャラクター

せんとくん

　ご覧のように、童
どう

子
じ

形
ぎょう

の裸の姿で、頭に鹿の角
を生やしています。「何で頭に鹿の角を生やして
んねん」とか、「あのたすきは何やねん」とか、

いろいろご指摘を頂きました。もちろん全部、理
由があります。この子は菩薩なのです。というわ
けで、今日は、菩薩とは何かということからお話
をしてまいりたいと思います。
　せんとくんの眉間には仏さまの標しの白

びゃく

毫
ごう

もあ
ります。これは、眉間に生えた一本の長い白い毛
です。それが巻き毛になっていて、引っ張ると
ビューッと長く伸びて、手を放すと、形状記憶合
金みたいにくるくるくるっとバネみたいに戻って
山型になるのだそうです。ですから白毫は渦巻き
状に表されます。
　耳の形状は耳

じ だ

朶環
かん

状
じょう

といいます。耳たぶに大き
な穴が穿いていて輪っかのようになっています。
現代でいうピアスの穴です。それから、腕や足に
嵌めている輪は、釧

くしろ

という装身具です。腕の釧、
手首の釧、足の釧、それぞれ腕

わんせん

釧、臂
ひ

釧
せん

、足
そくせん

釧と
いいます。そして赤いたすき状の布は条

じょう

帛
はく

。1枚
の帯のような長い布です。また腰を覆っている赤
い布の下が裙

くん

という、いわば巻きスカートですね。
せんとくんのこういう姿は、古来インドのクシャ
トリヤ、王族・士族階級の姿に基づいているので
す。
　頭の上に何で鹿の角があるかという話を始める
と、講演会が二回くらいできるほど深い理由があ
るのですが、今日は簡単にかいつまんでお話しし
ます。平城京を造営したときに、興福寺とともに
春日社が造営されましたが、そのときに常陸の国
の鹿島神宮からタケミカヅチノカミ、下総の国の
香取神宮からフツヌシノカミが、白鹿に載って平
城京に守護神としてお渡りになりました。その神
鹿の末裔が奈良公園の鹿であるということにちな
んだのが第一の理由です。そしてもうひとつの理
由が、お釈迦さまがこの世にお生まれになるまで
に 500回の生まれ変わり死に変わりの輪廻転生
をしてきたという伝説『前

ぜん

生
しょう

譚
たん

』のなかで、さま
ざまな動物にも転生したと書かれています。その
ひとつに、鹿の王さまであった時代があったとい
う「ニグローダの鹿王の伝説」があります。妊娠
した雌鹿を命がけで救った鹿王の物語です。のち
に、お釈迦さまが最初の説法をした場所が、その
時に救われた雌鹿の子供たちの末裔が見守るサー
ルナート（鹿野園）でした。そして、お釈迦さま
の死後にその姿を象った仏像は、500回の輪廻転
生した動物や人々の片鱗をその身に全部宿してい
るということが説かれるようになりました。菩薩
の姿であるせんとくんの頭の上に鹿の角が生えて

恵比須童子

鰻登り童子
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いるのは、こういう神仏の伝説に基づいた二つの
深い深い理由があったのです。

大乗仏教の仏と
六道の衆生

聖観音

千手観音

馬頭観音

十一面観音

准胝観音（真言系）
不空羂索観音（天台系）

如意輪観音

〈六観音〉

如来は法（自性輪身）

菩薩は、法の功徳（正法輪身）
明王は、法の強制力（教令輪身）
さまざまに変化する

法華経
〈三十三観音〉

　というわけで、せんとくんは菩薩なんですが、
では「菩薩って何ですねん」ということになりま
す。そこで仏教が説く世界観のお話しをします。
この世の真理を見極めて仏陀（覚者）となった釈
迦を「如来（タダーカタ、如・真理より来たりし
者）」ともいいましたが、後の大乗経典で、真理
（如）を擬人化して神格化したものも「如来」と
呼ぶようになりました。ではこの如・真理とは何
かというと、「如は法」と説かれ、今風にいえば
宇宙の大法則という意味になります。ですから法
は、目に見える存在ではありません。すこし極端
なたとえですが、地球が 1回自転するのに 24時
間かかりますよね。お月さまが地球の周りを回っ
て新月から新月になるまでに大体 30日かかる。
そして、地球が太陽の周りを回るのにおよそ 365
日かかるという法則に従って太陽系は動いていま
す。でも、そこから割り出された規則性（時間）
は目に見えません。そこで時間を視覚化して、人
間社会が円滑に動くように時計や暦を発明したわ
けです。ちょうど時間の概念と時計や暦の関係が、
如来と菩薩であると例えることができると思いま
す。ですから、この世を成り立たしめている法則
が如来であって、その如来の法則が具体的に目に
見える姿で顕れ、しかも、衆生を済度し功

く

徳
どく

をも
たらしてくださるものが菩薩であるという風に説
明することができます。菩薩のなかで最も有名な
のは、『法華経』が説く観音菩薩と、『地蔵十輪経』
などが説く地蔵菩薩です。この菩薩は、天、人間、
修羅、畜生、餓鬼、地獄という六つの境涯（六道）
のなかに住むわれわれ衆生の苦しみを取り除いて
くださると説いているわけです。これが仏界と六

道輪廻の世界観。

変
へ ん

化
げ

するせんとくん

　さて、せんとくんが公式キャラクターを務めた
平城遷都 1300年祭は、2010年に終わりました。
私は、せんとくんはその後、どうなるのかなと心
配をしていました。そうしたら知事さんから、「奈
良県の職員として採用したい」と言われました。
それはめでたいことだと、私は奈良時代の役人の
衣装を着た「官服せんとくん」をプレゼントしま
した。

奈良県職員
官服せんとくん

　先ほど言いましたように、菩薩は、さまざまに
変
へん

化
げ

するもの。観音さまは、三十三身に変化し、
六道界では六観音に変化します。お地蔵さまも六
地蔵に変化して顕れ、また地獄では怖い閻魔さま
に姿を変えて死者を裁きます。怖い閻魔さまは、
ほんとうは優しいお地蔵さまなんですよ！このよ
うに、この世で起こるすべての出来事に菩薩は縦
横無尽に対応して変化するわけですから、せんと
くんも必要に応じてどんどん変わっていくわけで
す。
　農水省が音頭を取って各県で持ち回りしている
「豊かな海づくり大会」というイベントがありま
すが、平城遷都 1300年祭のあとに、奈良がその
当番県になりました。そのときには、このような
「海づくりせんとくん」をデザインしました。
　「海のない奈良県で、何で海づくりなんや？」
と言われたそうですが、豊かな沿岸漁業は、じつ
は滋味豊かな山や里から流れ出す養分が川を通っ
て海に注ぐことによって、豊穣な海が出来上がる。
例えば大阪平野には、琵琶湖を水源とする淀川と、
大和盆地を源流とする大和川が流れていますが、
茅渟の海と呼ばれた大阪湾の豊かな海の幸は、近
畿地方の山々と、この二つの川によって育まれた
ものなのです。



16 Journal of Culture and Information Science March  2017

　来年 2017年には、国民文化祭が奈良でおこな
われますが、そのために変化したのが紋付き袴を
着た「国民文化祭せんとくん」。あまたあるゆる
キャラ、マスコットキャラクターのなかで、紋付
袴をはいて、鼓を打って、正座ができるのは、せ
んとくんだけであります。

国民文化祭奈良2017
国文祭せんとくん

　ラグビーのワールドカップ開催が決まりました
が、奈良県ではそのキャンプ地を誘致しようとし
ています。そこで、こうやって「ラグビーせんと
くん」に変化したわけですね。

ラグビーW杯
キャンプ地誘致
ラグビーせんとくん

　大和の国で、野
の

見
みの

宿
すく

禰
ね

と当
たい

麻
まの

蹴
け

速
はや

が相撲を取っ
たという神話が残っていることから、相撲発祥の
地は奈良であるといわれています。そこでそのこ

とをアピールするために、せんとくんはまた変化
して「おすもうせんとくん」になりました。

相撲発祥の地奈良
おすもうせんとくん

　このようにせんとくんは、これからもどんどん
バージョンアップしていくことと思います。

仏教って何？

　同志社はもちろんキリスト教の学校であること
は重々存じ上げていますが、今日は仏教のお話に
お付き合いをいただきたいと思います。
　2月 15日、4月 8日、12月 8日、いずれもお
釈迦さまゆかりの日です。何の日だか分かります
か？
　まず 2月 15日。
　…そうです！涅

ね

槃
はん

の日。お釈迦さまが亡くなっ
た日ですね。今は、2月 14日のセントバレンタ
インデーというチョコレート屋さんが喜ぶ日の方
が有名ですね。でも、その翌日の 2月 15日はお
釈迦さまがお亡くなりになった日なのです。
　では 4月 8日は何の日でしょう。
　…ええ？誕生日？そうですね。大半が仏教徒
といわれるわが国でありながら、なぜか 12月 24
日の晩のほうが有名ですけれども、4月 8日はお
釈迦さまがお生まれになった日ですね。
　では 12月 8日は何の日でしょう。
　…太平洋戦争が始まった日？違うんですよ。欧
米では、時差の関係で太平洋戦争が始まったのは
12月 7日です。12月 8日は、お釈迦さまがこの
世の真理を悟られた成

じょう

道
どう

の日と言われています。
　2月 15日は涅

ね

槃
はん

会
え

。涅槃（ニルヴァーナ）は、
肉体を纏って生きていくことの苦しみからすべて
解き放たれ、霊魂がこの上なく穏やかな境地にな
ること。これを、入

にゅうじゃく

寂とも言います。4月 8日は、
お釈迦さまがお生まれになったことをお祝いする

豊かな海づくり大会・奈良
海づくりせんとくん
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誕
たん

生
じょう

会
え

。灌
かんぶつ

仏会
え

とか花まつりともいいますね。そ
して、12月 8日の成

じょう

道
どう

会
え

は、お釈迦さまがこの
世の真理を見極められた日です。仏教信者かどう
かは別として、日本人の教養として、一応これら
の日くらいは覚えておきたいものですね。
　それでは、釈迦が悟った真理とは一体何だった
のでしょうか。これには諸説あるのですが、私は
二つあると思います。一番目は、あらゆるものご
とが起こってくる法則を極微のレベルで見極めら
れた。これは事象・現象が生起する仕組みをミク
ロ的に理解されたのです。二番目は、事象・現象
の生起する仕組みをマクロ的に宇宙の原理として
見極められた。この極大と極微の仕組みの総体を
真理・法というのです。何のことはない、今の科
学者が追求している科学的真理を、2500年前に、
お釈迦さまが修行と瞑想の末に見極めたんだとい
う風に言えると思います。
　そして、その宇宙の原理である法（ダルマ）を
擬人化して、ほかの宗教で創造主や神と呼ぶよう
に、大乗仏教では毘盧遮那（ビルシャーナ）、密
教では大日如来という尊格で呼んでいます。そし
て近現代の科学者や哲学者が追求している科学的
真理や倫理観と同じものなのです。

仏教と仏像

　では、お釈迦さまが始めた仏教なのだから、お
寺にはお釈迦さまだけを祀ればいいのに、何で釈
迦像のないお寺が多いのか。教会に行ったら、大
体、十字架に架けられているキリストさまの磔刑
像か、あるいはその象徴である十字架が飾ってあ
る。分かりやすいですね、キリスト教なんだから。
だけど、お釈迦さまの宗教なのに、何でお釈迦さ
まを祀っていないお寺があるのでしょう？その理
由を今からお話しします。
　釈迦教団は、お釈迦さまが亡くなってしばらく
して二つに分裂します。お釈迦さまが生きていた
頃の教団を理想とする保守派の系統と、ほかの宗
教も融通無碍に取り込んでいこうとする改革派の
系統。このふたつが、のちに教団上層部を意味す
る上座部（テーラワーダ）仏教と、大きな乗りも
のという意味の大乗（マハーヤーナ）仏教の二つ
の流れとなります。日本に伝えられたのはさまざ
まな宗教や文化を取り込んだ大乗仏教の方。こち
らは、お釈迦さまが弟子を指導するために説かれ
た例え話や、大自然の現象などをそれぞれに仏像

という擬人化したかたちで表現をしているので、
大乗仏教の寺院には本当にたくさんの仏像が祀ら
れているわけです。
　まず最もポピュラーな大乗経典である『阿弥陀
経』が説く阿弥陀さまは、西の彼方にある極楽浄
土の教主であり、『薬師経』が説くお薬師さんは、
東の彼方にある薬師瑠璃光浄土の教主。『法華経』
は、南方海上にある補

ほ だ

陀落
らくさん

山という観音菩薩の浄
土を説いています。
　大乗仏教は、バラモン教という古代インド神話
の神々を取り入れました。またその後、バラモン
教が宗教改革して成立したヒンドゥー教という神
秘主義で呪術的な宗教に影響を受けて密教が成立
しました。この密教でも、おびただしい尊格が想
起されました。初期密教には多

た

面
めん

多
た ひ

臂の観音さま。
十一面観音、千手観音、不

ふ

空
くうけん

羂索
じゃく

観
かんのん

音などがあり
ます。そして、唐で大変盛んとなり空海さんがわ
が国にもたらした真言密教は、中期密教とされま
す。中期密教の尊格は、大日如来を頂点として、
不動明王を中尊とする五大明王や、愛染明王、孔
雀明王など多くの「明王」を祀りました。そして
後期密教では、中期密教がインドからチベットに
伝わって非常に盛んになりましたが、たいへん妖
艶な如

にょ

意
い

輪
りんかんのん

観音とか、象の頭の尊格が抱き合って
いる聖

しょう

天
てん

さんのような極めて性的でエロチックな
仏像やタンカという絵画が多く造られました。
　このように、お釈迦さまが始めた仏教ですから、
釈迦を本尊とする法相宗や禅宗のような寺院があ
る一方、阿弥陀さんやお薬師さんや観音さんとい
う大乗仏教系の諸尊を表現している寺院があり、
そして、目に見えない霊性から生まれるスーパー
パワーを表現した諸尊を祀っている密教の寺院が
ある。わが国では、さまざまな宗派が統一される
ことも廃されることなく現代まで法灯が守られて
きたために、寺院には仏像がたくさん祀られてい
るわけです。

大乗仏教の世界観

　これは釈迦の『大涅槃図』です。2月 15日に
亡くなったときの様子を私が漫画にしたもので、
お釈迦さまは真ん中で、「ほな、おやすみ」と安
らかに死んでいこうとしています。仏教において、
死ぬことは決して悲しいことではなく、祝福すべ
きことなのです。なぜなら、生きていくうえでの
苦しみから解き放たれた幸せの日だからです。そ
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れがよく理解できていない修行の足りない弟子や
動物たちは、涅槃図のなかでわんわん泣いていま
す。ですが、お釈迦さまの思想を深く理解してい
る高徳の弟子や菩薩たちは、穏やかな表情でお釈
迦さまを見送っている。このような涅槃の情景
を、彫刻の群像として完全に残している寺院はほ
とんどありませんが、奈良の興福寺にはその出演
者たちの多くが残っています。十大弟子や、四天
王やバラモン教由来の梵天・帝釈天などの天部衆
や、阿修羅を始めとする八部衆などが祀られてい
ます。そしてお釈迦さまの次に、八番目の仏陀と
してこの世に出てくると考えられた弥

み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

もい
る。こういう風に、釈迦とその周辺の尊格を祀っ
ている代表的寺院が奈良の興福寺や法隆寺という
わけです。
　次に、大乗仏教。お釈迦さまが活躍したのはイ
ンド亜大陸です。だけど、仏教が、ガンダーラか
ら北西の方へ、さらに東の方へ発展をし、どんど
ん拡がっていくことによって、「この世はインド
だけではないぞ」と、「東の彼方や西の彼方には
どうも別の浄土があるらしい」と。浄土というの
は、それぞれの「この世」という意味です。東の
彼方の浄土からは、毎月お日さまやお月さまや
星々が生み出されている。だから命を送り出す瑠
璃色の遣送の浄土・薬師浄土がありますよと。そ
して、一日の仕事を成し終えたお日さまやお月さ
まのような星々が西の彼方へ沈んでいきます。西
の彼方には命を迎え取ってくれる金色に輝く極楽
浄土、あるいは死者の魂が往生する阿弥陀浄土が
あるのだと。
　このように、私たちは釈迦浄土に暮らしている
けれど、東には薬師浄土があり、西には阿弥陀浄
土があり、そのほかにも複数の浄土がパラレルに
存在するということが説かれるようになったわけ

ですね。やがて、釈迦浄土のほかに無数の浄土が
あり、その総体を広大無辺の如来とした毘廬遮那
（ビルシャーナ）であるという、東大寺の大仏さま
であるという「華

け

厳
ごんぞう

蔵」という宇宙観を説いたの
が『華厳思想』です。「蔵」は、サンスクリット語
のガルヴァの意訳で、さまざまな衆生を生み出す
女性の子宮を象徴化させた意味を持たせています。

華厳蔵イメージ
毘盧舎那と三千世界

　この図は華厳の世界観を私が漫画にしたもの
ですが、華厳蔵世界を表現した代表的寺院に東
大寺の大仏殿があります。東大寺の大仏さまは、
1300年前の天平時代につくられたお像ですけれ
ども、二度も戦火で焼け落ちました。ですから天
平時代に造られた部分は、蓮弁のごく一部分だけ
ですが、その蓮弁には、華厳蔵世界を表現した線
刻画が描かれています。中心に大仏さまがいらっ
しゃって、大仏さまを守っているさまざまな如来
や菩薩がいる。そしてそのほかに無数の浄土とい
う意味の「三千世界」を説いています。このよう
に、大乗仏教とは宇宙論を説いているのです。ハッ
ブル望遠鏡ができて、銀河の外にも無数の銀河が
存在することが証明されたのはつい二十年ほど前
のことですが、大乗仏教は二千年前からそのこと
を説いていたわけです。かつてキリスト教世界で
は、大地は平らで、その上の天球をお日さまやお
月さまやお星さまがぐるぐる回っている「天動説」
だと信じられていました。ところが、16世紀の
天文学者が望遠鏡で宇宙を観察してみたら、どう
も地球は丸いらしいぞと、お月さまが地球の周り
を回っているらしいぞ、そして地球自体が太陽の
周りを回っているらしいことがだんだん分かって
きました。このときにキリスト教圏では、宗教裁
判まで開かれるほどの大騒ぎになったそうです
ね。そして現代になって、私たちの太陽系は、無

釈迦大涅槃図

●釈迦教団を表現 ・・・日本では飛鳥時代の寺院と中世の禅宗寺院に多

い

釈迦三尊、梵天、帝釈天、四天王、十大弟子、十六羅漢、弥勒菩薩
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数の恒星系が寄り集まった銀河系の一部だという
ことが分かった。そしてハッブル望遠鏡で、銀河
系の外の世界まで見えるようになったら、われわ
れがいるこの銀河系みたいなのが数え切れないぐ
らい大宇宙にはあるんやと。そういう入れ子状態
になっているのが宇宙であって、われわれは芥子
粒にも満たないようなちっちゃいものだというこ
と。これは、まさしく華厳蔵思想と同じです。
　華厳蔵思想の一方で、如来蔵思想というのがあ
ります。バラモン教では、すべての衆生を創造神
であるブラフマン（梵天）に対してアートマン（自
我）というものがあると説く。大宇宙のブラフマ
ンと、一人一人の衆生が持っている自我（アート
マン）には、それぞれに地・水・火・風・空とい
う五大を宿しているというのが如来蔵思想です。
五大というのはあとで説明しますが、ともかく五
大が宿っていると。このように、マクロ的には華
厳蔵、ミクロ的には如来蔵ということで、すべて
の生きものが包含するアートマンには五大がある
というのを「一

いっさいしゅ

切衆生
じょう

悉
しつ

有
う

仏
ぶっ

性
しょう

」、すなわち、す
べての事象・現象は、ことごとく仏性（五大）が
生々流転することによる現れである。これは、バ
ラモン教のブラフマン（＝梵）、すなわち大宇宙と、
アートマン（＝我）、すなわち衆生は、本来は一
つなんですよという「梵我一如」思想に根ざして
いる。ですから大乗仏教というのは、バラモン教
あるいはヒンドゥー教のひとつの流れに位置する
宗教と言えるでしょう。
　日本のお寺にはなぜあんなにたくさん仏像があ
るのか、多少はご理解頂けたでしょうか。そして、
せんとくんが菩薩の姿をしているということの意
味もおわかりいただければ幸いです。

仏さまのすがた

　先ほど、お釈迦さまは、500回の輪廻転生をし
てこの世に生を受け、その片鱗をすべてその身体
に宿しているんですよといいました。これは、ダー
ウィンの進化論を先取りしているように私には思
えます。そして、お釈迦さまは全身が金色に光り
輝いていたというのですね。ですから仏像は大体
金箔を貼って仕上げをしたわけです。今は、剥が
れたり煤で黒くなっていますけれども、多くの仏
像は造られたときにはぴかぴかの金色でした。し
かも髪の毛を群青色に塗ったのです。でも、「お
釈迦さまはインド人だから髪の毛は黒いのと違う

の？」と言われそうです。しかしお釈迦さまは実
は、アーリア系のインド人だったと考えられたよ
うです。アーリア人というのは古代イラン地域の
人々の総称で、「紫

し

髭
ぜんへきがん

碧眼」。髭や髪の毛は紫色が
かった褐色、あるいは赤褐色で、碧眼の人が多かっ
た。だから、第二次世界大戦のナチスは、自分た
ちゲルマン人の源流はアーリア人だという怪しげ
な学説を打ち出したわけです。大乗仏教はインド
だけで完成したのではなくて、中央アジアのアフ
ガンやイランの地域で大きく発展しました。彼ら
としては、お釈迦さまは自分たちと同じように
青っぽい髪の毛で碧眼だったと考えたわけです。
キリストは黒目、黒髪のセム語族系（ユダヤ・ア
ラブ系）のはずなのに、ヨーロッパで造られたそ
の肖像は金髪で青い目の白人の容貌で表現された
のと同じですね。
　その後、仏像には三十二種類の特徴（三十二相）
があるとされました。足の裏は、象の足の裏のよ
うに扁平足。男性器は鞘に入って隠れている。牡
の象とか獅子とか牛などの性器はむき出しになっ
ていないですね。それから足の甲が盛り上がって
いるのは亀の特徴。ふくらはぎは鹿のように細く、
強靱で美しい。それから、まっすぐ立ってもお猿
のように膝がなでられるぐらい腕が長かったとも
いいます。事実、平安時代初めの観音像では腕が
やたら長く表現されました。また、指の間には水
鳥とか水生動物のような水かきがある。それらは、
衆生を一人残らず救うためだとお坊さんは説明し
ますが、水掻きの説明はあと付けの方便。石を刻
んで仏像を造っていた頃に、手先のような細かい
部分が欠けないように、指の間をつなげたまま彫
り残した形状を、木造で造る際にも継承しただけ
です。
　それからお釈迦さまは、舌がやたらに長かった
そうです。自分の顔がペロンとなめられるぐらい
長かったというのですが、これは牛ですね。ほか
にもいっぱいありますが、それら全部を一体の彫
刻で表現したら怪物になります（笑）。ですけれ
ども、化け物にはならないようにうまく隠して
造ったわけですね。
　お釈迦さまの姿には、菩

ぼ

薩
さつ

形
ぎょう

という出家前のク
シャトリア・王族の時代の姿のものと、出家した
後の如

にょらい

来形
ぎょう

があります。菩薩形は王族ですから、
美しく髻

もとどり

を結い上げ、裙と条帛、天
てん

衣
ね

などをま
とい、冠、装身具、腕釧、臂釧、足釧をつけている。
それに反して、出家修行者になったお釈迦さまは、
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頭部を私のようにくりんくりんに剃髪した後、修
行を続けるうちに、髪の毛が伸びてボサボサに
なって煩わしいから、頭の上で無造作にギュッと
しばったのですね。その姿というのがこういう形
になっていますが、長い間に形式化されてお椀の
ような肉

にっけい

髻とカタツムリのような螺
ら

髪
ほつ

に変わるの
です。面白いですね。着ているものは衲

のう

衣
え

という
一枚の大きな布。これはガンダーラと日本の仏像
を比較したものですが、このように変わっていっ
たわけです。

如来 菩薩

仏
界

ガンダーラの菩薩と如来の石像

ストゥーパ（卒塔婆）

　さて、お釈迦さまが亡くなったときにたくさん
の遺言を残されました。そのひとつが「私は法を
説いただけであるから、自分を神格化してはなら
ない。だから自分の遺骨は川に流しなさい」。そ
して「自分の姿を絵画や彫刻として象ってもいけ
ない」ともおっしゃったのです。
　だけど、お釈迦さまが亡くなったあとに弟子た
ちは、「やはりお釈迦さまの遺徳を伝えたい」と
いうので、お椀型のお墓を造営して遺骨（舎利）
を納めました。これをストゥーパといい、後に中
国で卒塔婆と漢字を当て、舎利塔と意訳しました。
　お釈迦さまが亡くなったあとで全インドを統一

したアショーカ王が、仏教をとても大事にして、
それまでバラモン社会だったインドを仏教の国に
しました。そしてアショーカ王は、釈迦の遺骨を
各地に分骨し立派なストゥーパに造り、欄

らん

楯
じゅん

とい
う柵を巡らせて、東西南北には門を造りました。
やがてそこにお釈迦さまの一生を浮き彫りにした
レリーフが彫られるようになりました。これが仏
像の発祥です。卒塔婆のてっぺんには、傘

さんがい

蓋とい
う日傘が立ててあります。日差しの強いインドで
は、日よけの傘が権威の象徴です。そして、ここ
に伏

ふくばち

鉢というドームがあり、欄楯があるわけです。
日本の五重塔のような仏塔も、釈迦の遺骨（舎利）
を納めた卒塔婆の一種です。てっぺんには傘蓋が
変化した相輪もあります。伏鉢はこの部分です。
基本的にはインドのストゥーパと同じでしょ？多
宝塔であっても五重塔であっても、起源は釈迦の
お墓である卒塔婆なのです。
　そして、そのストゥーパの周りの欄盾には、お
釈迦さまの一生を描いた浮き彫りが飾られたよう
に、法隆寺の五重塔の初層には、お釈迦さまの一
生を表した塔

とうほん

本四
し

面
めん

具
ぐ

という塑造のジオラマ群像
が安置されました。釈迦涅槃の情景では、大声で
泣いている羅漢さんや阿修羅もいます。これだけ
でなく、法隆寺にはお釈迦さまの一生を表現した
仏像がたくさん残されています。

五大の話

　この画像の右側は、お墓に立ててある卒塔婆で
すね。左側のは五

ご

輪
りんとう

塔です。

五大
この世を構成する
五つの要素

↓

五輪
五大が生成変化
すること
生命活動

五輪塔 卒塔婆
（ストゥーパ）

　四角と丸と三角と、てっぺんには宝珠のような
ものが載っています。これがこの世の事象・現象
を生成する五つの要素・五大を表しています。基
本は、卒塔婆の切れ込みも同じもので、五大の「地・ストゥーパ
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水・火・風・空、（ア・バ・ラ・カ・キャ）」を表
現しています。
　五大について説明をいたします。五大の「地」
は目に見え、触ることのできる個体の物質です。
そして「水」は液体や流体の総称です。「火」は
化学反応や酸化現象。「風」は気体の圧力や音の
こと。そして「空」は不可視の非物質であり、水・
火・風が生々流転する空隙のことです。
　ヒンドゥー教や仏教では、五大のそれぞれに尊
格を与えました。「地」を擬人化して名前をつけ
た尊格が地蔵菩薩（クシティガルヴァ）。ガルヴァ
というのは子宮のことです。さまざまなものを生
み出してくれる大地の性質を表し、個体、鉱物、
有機物から形成され、生命体の肉体も地の性格を
持っています。「水」は、油なども含む液体や流
体の総称ですね。尊格で言うと、龍神とか弁財天
とかいろいろあります。「火」は、化学反応とか
酸化、発酵、腐敗なんかのことですね。われわれ
の体の中でも生々流転は起きているわけです。天
空では、雲や雨や雪や風、雷神とかが暴れ回りま
す。そして「空」は、こういう水・火・風がさま
ざまな現象や事象を生み出している虚空の舞台で
す。非物質であり目に見ることができない「空」
の尊格として、虚

こ

空
くうぞう

蔵菩
ぼ

薩
さつ

・アーカーシャガルヴァ
と名付けられました。ですから、地蔵菩薩と虚空
蔵菩薩は、本来は一対のものであったわけです。

五大と虚空蔵菩薩と地蔵菩薩

空
空隙・不可視

水、火、風 ⇨ 現象
化学反応
酸化、燃焼、
腐敗、発酵

地 ⇨ 事象
物質・可視
鉱物、有機物

　そして、五大のうち、地が空を覆うと生命体（衆
生）が出来上がる。そして、風が地を覆うと星（浄
土）となる。ちょっとややこしいですが、この話
をします。
　この地平線を境にして空と地に分かれます。地

には、お地蔵さん・クシティガルヴァがいる。地
平線の上には空があり、虚空蔵菩薩・アーカーシャ
ガルヴァがいる。そしてそれらを舞台にして、火
と風と水が、ぐるぐるぐるぐると生々流転して、
事象・現象が惹き起こされている。そして周りに
たくさんの種のようなものが描いてありますが、
われわれ一人一人の生命体（衆生）だと思ってく
ださい。衆生において、地は肉体のことで、空は
肉体に覆われた身体の中の虚空・空洞のことです。
そして、その虚空で火の精、風の精、水の精がぐ
るぐる回って代謝していると、これが生命活動で
す。

大宇宙も星も衆生もみな五大

　地が空を包むと、生命体・衆生になります。地（肉
体）が、外界と生命体とを仕切っているわけです。
この図は、生命体の外側にも内側にも地・水・火・
風・空があるということを説明しています。

『地』が『空』を包むと

『生命体（衆生）』になる

　不気味な絵が出てまいりました。これは生命体
の模式図。実はインドの古代文書には、生命体の
説明をするのにこんな風な不気味な図像が出てき
ます。赤茶色の部分は、地＝肉体です。その中に
虚空が包み込まれています。
　そしてその中で、風・水・火がぐるぐると生々
流転している。五大が回っているから、五輪です
ね。そして、口から別の小さな五輪を摂取してい
る。すなわち食べることによってそれが分解され
て、この中で動いている五大と同化します。五輪
は完璧ではなく、個々には不完全でいささかいび
つですから、生々流転仕切れずに出てきた不純物
（垢）が排泄物になります。そして、衆生は遺伝
子を残し子孫を増やそうとする本能もありますの
で、新たな命・五輪を生みだします。そしてこの
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肉体の一つ一つにも、五大が宿っている。これが
生きもの、即ち衆生になるのです。このように、
お釈迦さまが悟った真理をミクロ的に見ていった
ら、地が空を覆って生じる衆生のなかで五大が
生々流転しているわけです。
　そして、私たち衆生が、地によって取り込まれ
ても、われわれの体内で生々流転している五輪の
特性・個性、すなわちアートマン＝自我は、外の
ブラフマン＝大きな五大と、常に接触をしたいと
思うわけですね。これが「欲」です。その接触を
しようとする方法や意思の特性を研究したのが、
「唯

ゆいしき

識」という学問です。山伏が山を登るときに「六
根清浄、六根清浄」と言うでしょう。六根清浄と
いうのは、眼・耳・鼻・舌・身・意のことで、肉
体の各器官とこころですね。外の世界の六境、色
境、声境、香境、味境、触境、法境という外の世
界の刺激を、この六根という器官とこころを通じ
て、それぞれのアートマン＝自我が正しく認識を
することで、正しい眼識から意識までの六識にな
る。そして、唯識では、実はこれで終わらないで、
意識の奥には、無意識、末

ま な

那識
しき

と阿
あ ら や

頼耶識
しき

という
深層意識があるとするんですよ、しかもそのいず
れもが、五大が「縁（条件）」によって仮に和合
した一時的な顕れにすぎない、ということを研究
している。こんな難解な思想を現代に継承してい
るのが、奈良の寺院では興福寺や薬師寺で、宗派
としては法相宗と言います。
　ちょっと仏教のイメージが変わりましたか？こ
んなことを踏まえたうえで、機会があれば『般若
心経』を読み直してください。「そうか、般若心
経とは、こんなことを言ってたんかいな」と気が
つかれると思います。唯識についての話は限りが
ないし、付け焼き刃ではぼろが出そうなので、こ
のぐらいにしておきます。

華厳蔵と如来蔵

　このように、大きなクシティガルヴァ（地蔵菩
薩）とアーカーシャーガルヴァ（虚空蔵菩薩）に
包まれたこの世に住んでいる衆生は、それぞれの
体内に小さな五大を秘めて生きています。この考
えを「如来蔵思想」と言います。すなわち、すべ
ての衆生の中に、如（＝本来の五大）に還ろうと
する仏性（＝小さな五大）を備えているんですよ
という考え方ですね。これを「山

さんせんそうもくしつ

川草木悉有
う

仏
ぶっ

性
しょう

」といいますが、どっかで聞いたことがあるで
しょう？

『如来蔵思想』 すべての衆生（五輪・生きもの）には、仏性（五大）が宿る

　次に、今度はマクロの話をします。「空」が「地」
を包むと星になります。分かりますよね。

『空』が『地』を包むと

『星（浄土）』になる

　そして、星は沢山の衆生が生きる一つの「浄土」
を形成します。そこに、われわれ衆生の暮らしが
あるわけですね。そしてこの世をマクロ的に見た
ときには、無数の太陽系で銀河系が形成され、そ
の外には無数の銀河系が存在するという宇宙観と
同じように、この世には浄土が無数にあるという
のが「華厳蔵思想」で、その教えが「華厳宗」で、
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宗派とするのが東大寺です。
　つぎは仏教論というよりは、数学の話。古代の
インド人が見つけたとされるゼロの概念は、実は
五大から来ているのです。ゼロというと、普通、
「無」と考える人が多いのですが、実は五大で言
うところの「空（シューニャ）」なのです。
　自然数では、例えばこの箱の中に卵が一つもな
ければ卵は無です。卵を一個入れたら自然数の 1
になります。卵を五つ入れたら自然数の 5になり
ます。一つずつ取っていけば、箱の中に卵はなく
なります。無です。でも、箱の中に「数」ではな
くて、卵は無いけれどあらゆるものを存在させる
ことができる「状態」にあると考えて「空」とし
たのです。
　整数においては、ゼロを中心にして－1、－2、
－3、…－∞と 1、2、3、…∞と、正と負が無限
（infinity）に続きます。それぞれにマイナスの無
限大、プラスの無限大があるのです。このゼロが
先ほど申しました、「ガルヴァ・蔵」。あらゆるも
のを生み出す女性の子宮のような「0＝空」とい
う概念を、古代のインド人が見つけたわけです。
この空の概念のおかげで、正・負とか小数点や分
数、微分・積分という高等数学が生まれたわけで
すね。そのおかげで、私は中学や高校時代に数学
で大いに悩まされたのです。ゼロというのは、無
（nothing）ではなくて空（emptiness）なんだとい
うことをひとつ覚えて帰っていただきたいと思い
ます。

ほとけの来た道

　さて今日は、ずっとインドの話をしてきました
けれども、ユーラシアの話をしなければいけま
せん。一般にシルクロードと言いますと、ロー
マから西安までの陸のルートのことを言います。
NHKの番組や平山郁夫さんの絵とかで有名です。
　インドで生まれた仏教も、インドの北西部のパ
キスタンから北へ上がり、イラン、アフガンなど
の中央アジアを通って、キジル、敦煌などの西域
を通り、中国に入ります。私たち日本人は、「奈
良がシルクロードの終着駅だ」といいますよね。
でも中国の人は、絶対にそうはいいません。「シ
ルクロードは西安までだ」と。そこから先の朝鮮
半島や日本への道は、「経典や文化が運ばれたブッ
クロード」なんだと言います。それも一方通行で。
「日本から何も来てないよ」と、「日本は持って行っ

ただけやないか」と。確かに一理あると思います。
　ちょうど奈良で正倉院展をやっていますが、正
倉院には、このブックロードを通って来た文物が
残っているわけですが、これだけのものがこの東
の彼方にあるというのは、このシルクロードを
通ってユーラシアを横断してもたらされたもので
す。ユーラシアとは、ヨーロッパとアジアを合わ
せた「ユーロアジア」から来ている言葉ですから、
このローマから、中央アジア、インド、中国、朝
鮮半島を通じて日本に到達した文化の総体がユー
ラシアの文化であるわけです。シルクロードの終
着駅ではなかったとしても、ユーラシアの東の端
であることは確かで、しかもユーラシアの精髄が
ほぼ完全な形で残されているのです。

ガンダーラとマトゥラー

　インドにおいて仏像がほぼ同時に発祥したと考
えられる地域が、二つあります。石材の産地であっ
たガンダーラとマトゥラー。これは紀元前後のこ
とだそうです。ガンダーラはインド西北部の山岳
地帯で、今のパキスタンに属し、アーリア人の特
性が強いといわれます。アーリア人は、古代イラ
ン人のことですが、鼻が高くて、目が青くて、髪
の毛が柔らかくウェーブしている。ここでは、ヘ
レニズム文明が花開き、ギリシャやローマ風の仏
像が造られました。寒冷な山岳地帯なので、厚手
の布で両肩をしっかり包んだ装束の像が多く見ら
れます。
　そしてインドの中西部にあるマトゥラーは、世
界四大文明のインダス文明をつくった先住民族・
ドラヴィダ人の血が濃い人々だったと言われてい
ます。アーリア系に比べて小柄で色が黒くてずん
ぐりしている。鼻梁が低く、髪の毛が縮れていま
す。螺髪の起源は、恐らくドラヴィダ人の特徴か
ら来ているのではないかと思います。彼らと共通
する遺伝子を持った人たちは、スリランカやアフ
リカ東海岸のマダガスカル、東南アジアのニュー
ギニアにまで広まっていると言われています。マ
トゥラーは温かい所ですから、造られた仏像も薄
い布を纏った半裸の姿が多いのが特徴です。ガン
ダーラにせよ、マトゥラーにせよ、地域によって、
仏像の顔や姿は変わってくるのですね。
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アーリア人と西域人

　私は、イラン・イスラム共和国第 6代大統領の
マフムード・アフマディネジャードさんの写真を
見たときに、すぐに思い出した彫刻があります。
これ。よく似ているでしょう。これは伎

ぎ

楽
がくめん

面と言
います。伎楽面というのは、飛鳥時代から天平時
代にかけて、奈良の寺院で盛んにおこなわれた仮
面芸能です。このお面は、酔っぱらったイラン人
の従者という意味で「酔

すい

胡
こ

従
じゅう

」と言います。こん
な大きな仮面をかぶって滑稽な仕草で行列をした
仮面劇を伎楽といいます。
　現代のイランの人たちは、男性も女性も魅力的
な顔立ちが多いですね。いわゆるイケメンとか、
吸い込まれるような美人。やはりこの辺りででき
た仏像というのは、日本人から見ると造形的に
すっきりしていて素晴らしい。
　これがインドからパキスタン、アフガニスタン
を通って、中央アジアのほうへ行きますと、人々
の顔もだんだん変わっていきます。これは新疆ウ
イグル自治区の人の顔です。この辺りの仏像は、
アーリア人と東洋人がまざったような顔をしてい
ます。そして次、同じような新疆ウイグル地区の
女性で、きっと偉い人なんだと思いますが、この
辺からは、この人にそっくりの顔をした仏像が発
掘されるのですね。雰囲気が似ていますね。不思
議なものです。このように造形物というのは、自
分たちの姿を模して造るのですね。

東南アジアから中国

　この仏像は、14世紀スコタイの仏頭。非常に
穏やかな優しいお顔をしておられます。タイの女
性も、やはり穏やかな優しい顔をしていますね。
　カンボジアの人は、ややいかつい感じですね。
右側の人の顔をよく見といてくださいよ。はい！
アンコールワットの有名な神像です。（会場笑い）
ね。やはり彫刻というのはこのように、その土地
土地の人たちの姿を映すものなのですね。
　さあ、いよいよ仏教がユーラシアを通って中国
に入ります。われわれは、中国はひとつの大きな
国だと思いがちですが、歴史的にはそうではない
のですね。北の黄河流域と、南の長江流域と、大
きく南北の文化圏に別れます。三国時代は魏・呉・
蜀と三つの国が覇権を争った時代です。黄河流域
は魏の国。そして長江はものすごく長い川で、上

流域には蜀の国。唐辛子などをたくさん使う辛い
料理の四川省ですね。長江下流の揚子江流域は、
陸と海の通商で大きな経済力を持っていた呉の国
です。
　これは先ほどの伎楽面ですが、みんな鼻が高い
ですね。『レッドクリフ』という映画をご覧になっ
たことはありませんか。『三国志』の「赤壁の戦い」。
あの映画に出てくる王さまは、実は漢族ではない
のです。シルクロードを通ってやって来たアーリ
ア系のペルシア人（ソグド人・胡人）の末裔でし
た。彼らは、鼻が高くて碧眼で、そして大柄な人
たち。伎楽は、呉で成立した仮面芸能ですけれど
も、そのペルシャからやって来た人たちを模して
造られたものが伎楽面なのです。

朝鮮半島

　さあ、次に中国から朝鮮半島へ入ります。古代
の朝鮮半島は、新羅によって統一されるまでは、
民族も言語もちがういくつかの国に分かれていま
した。三韓時代、三国時代を経て、統一新羅時代
になります。三韓時代における今の北朝鮮から中
国東北地区は、あとで高句麗という大きな国にな
ります。そして朝鮮半島の南半分は、辰韓、馬韓、
弁韓という三つの韓の国があったから、今も韓国
と言っているのですね。
　それが次の時代、三国時代になりますと、東北
地区に高句麗が興り、辰韓が新羅に、馬韓が百済
に。そして朝鮮半島の一番南の端の弁韓は部族連
合で、北九州まで含む文化圏だったろうと思いま
す。この弁韓は、加羅とか伽耶とかいう小国に分
立していましたが、新羅や百済に滅ぼされて日本
へ逃げて来る。この弁韓の人たちは、日本の古墳
時代とか大和王朝の成立に重要な役割を果たした
と思われます。
　これは、今の北朝鮮にある高句麗壁画です。こ
ういう非常にふっくらとした顔を見るたびに、私
はこの朝鮮中央テレビの女性ニュースアナウン
サーの顔を思い出します（笑）。見事なほど似て
ますね。こういう高句麗壁画とそっくりの高松塚
の人物像が出てくるわけですから、高句麗からも
渡来人が来ていたことが想像されます。そして高
句麗壁画には四

し

神
しんそうおう

相応図
ず

が描かれていますが、注
目したいのは霊亀の周りに蛇が絡みついている玄
武です。四神相応は、もともとの古代中国の思想
ですが、この亀と蛇の不思議な図像は、何を表し
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ているのかを考えてみたいと思います。四神は東
西南北に相応している想像上の動物です。色でい
うと、東は緑を含む青系。南は朱

あか

系。西は白系。
北は玄

くろ

系。黒は炭の色ですが、この玄は、透明感
のあるまっ暗闇の色です。この四神相応を動物で
言いますと、東のほうは青い龍。南のほうは鳳凰
のような朱い鳥。西は白い虎。北は玄い亀。季節
を当てはめると、春・夏・秋・冬になります。で
すから、青い春で青春と言います。朱い夏で朱夏
です。白い秋で北原白秋です。玄い冬で、出版社
の幻冬舎です。このように、今のわれわれのなか
にもこういう四神相応、あるいはそういうものが
あるということですね。今日の講演会は、勉強に
なりますね（笑）。

玄武とヒンドゥー神話の乳海攪拌

　そして玄武の図は、古代の東アジアでよく見ら
れるものなのですが、そのもとは、古代インド創
世神話の『乳

にゅう

海
かいかくはん

攪拌』との関連が考えられます。
　ちょっと見えにくいですが、このアンコール遺
跡の『乳海攪拌』のレリーフには、大きい亀がい
ます。亀の上に大曼荼羅山という山が乗っかって
いて、その山上にいるのは創造の神であるビシュ
ヌ神です。向かって右側にいるのがバラモン教の
善なる神々・デーヴァ神。左側にいるのが、バラ
モン教ではない異教の悪い神 ・々アスラ族（修羅）
です。この両者が、大曼荼羅山に太い蛇を絡みつ
かせて綱引きをして、ぐるぐると臼をこねるよう
にしているところです。この構成は、玄武の図と
そっくりだと思いませんか？

ヒンドゥー教の創世神話マハーバーラタの『乳海攪拌』図

ヴィシュヌ

ヴァースキ（竜王）

アスラ（阿修羅）族 デーヴァ（天）族

クールマ（大亀）

アムリタ（不老不死の霊薬）

大マンダラ山

　分かりやすい図にするとこうなっているのです
ね。真ん中にビジュヌ神がいる。クールマという
大きな霊亀がいて、この乳の海でぐるぐると引っ

張りっこすると、蛇が苦しがってアムリタという
不老不死の霊薬を吐き出したというのがインドの
創成神話です。上座部仏教圏と思われているタイ
ですが、そのバンコク空港には『乳海攪拌』のこ
んなつくりものがあるのです。アジア地域の人間
の根っこのところでは、古代インド神話で深くつ
ながっていることがお分かり頂けるかと思いま
す。
　四神相応は、われわれ日本人の文化にもしっか
り根付いています。大相撲の土俵の四隅に大きな
房が下がっています。まんなかにも小さな房があ
ります。北は玄（黒）でしたよね。西は白でした
よね。東は青房。南は赤房。このようにちゃんと
四神相応の色彩配置になっています。そして南東、
北東・・の四隅も四神相応の房になっています。
お寺の四天王像の色というのも、もともとはこの
四神相応の色で塗り分けられていたのです。

飛鳥仏は朝鮮半島からの影響

　飛鳥時代を代表する仏像信仰に弥勒仏信仰があ
ります。中国北部を経由して朝鮮半島の新羅を
通って来たもので、実は日本の河内地方から山城
の国に地盤を築いた秦氏がもたらしたと考えられ
ます。秦氏は、新羅の系の渡来人の一族です。一
方、百済は、揚子江流域から観音信仰をもたらし、
蘇我氏を媒介として飛鳥に入ります。大ざっぱに
いえば、このようなふたつの流れで日本に仏教が
伝播したわけです。
　これは韓国中央博物館にある新羅時代に造られ
た非常に素晴らしい銅造の弥勒菩薩半跏思惟像で
す。日本の広隆寺の半跏思惟像に非常に似ている
ことでも有名です。私は、最近韓国の人たちが世
界のあちこちに設置している例の「平和の少女像」
の顔を見るたびに、この新羅の半跏像の顔を連想
します。政治的にどうこう言うつもりはないです
けれども、民族性とはこんな風に表れるんだなあ
と思います。
　これは現代の韓国の人たちですね。これは李

イ

承
スンマン

晩さんですね。つぎは今の大統領のお父さんの
朴
パク

正
チョン

熙
ヒ

さんです。そして力道山、この人は北朝鮮
の人ですね。こういう人たちのお顔と、飛鳥時代
の仏像と共通するものがあります。顔が面長で、
ちょっと釣り目のこういう顔。飛鳥時代というの
は圧倒的に朝鮮半島の、特に百済や新羅の文化が
日本へもたらされた時代です。しかし、日本と仲
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のよかった百済を滅ぼした新羅が朝鮮半島を統一
すると、新羅との外交関係は悪化し、遣唐使船が
朝鮮半島の沿岸を通るルートが使えなくなりまし
た。そこでやむを得ず海流の速い黄海をまっすぐ
に横断せざるをえなくなりました。本来、沿岸し
か走れない倭船が、無理に潮流を乗り切ろうとし
たものですから、遣唐使船はたびたび難破し漂流
しました。遣唐使は毎回四隻出すのですが、その
うち一隻ぐらいしか到達できないということにな
るのですが、それでもたくさんの文物が中国本土
からやって来たわけです。

中国大陸からの仏像

　そして、7世紀中頃から遣唐使が仏像をもたら
すようになると、飛鳥時代の仏像と顔ががらりと
変わります。これは興福寺にある旧山田寺仏頭。
飛鳥時代まで細面でちょっとつり気味の杏仁形の
目だったのが、ちょっと垂れ気味の優しい目に
なって、丸い顔になります。その他には、薬師寺
の薬師三尊や京都の蟹満寺のお釈迦さまですね。
法隆寺の橘

たちばな

夫
ふ

人
じん

厨
ず し

子の阿弥陀三尊も同じような
優しい丸顔系統です。
　そして、天平時代になると、もっとそれが強調
されて、より洗練された仏像になっていきます。
聖林寺の十一面観音や滋賀の観音寺の十一面観
音、大阪の藤井寺の千手観音。こういう風に、唐
の文明の日本に与えた影響だけを見ても、いかに
優れていたかということが理解できます。そして
そのご本家の中国には残っていないような、こん
なに素晴らしい仏像が、日本には現代までたくさ
ん残されているわけです。

東アジアにおける仏教の展開

　非常に悲しいことですけれども、仏教 2500年
の歴史のなかで、かつては仏教が栄えたインドや
アフガニスタンや中央アジアでも、中国でも朝鮮
半島でも、徹底的に排斥されて滅んでしまった歴
史があります。だから、それぞれの地域で、ほん
とうは素晴らしい仏像がたくさんあったはずなの
に、今では古い仏像が系統だって残っている地域
はほとんどありません。でも幸せなことにという
か、ありがたいことに、日本という国は国家的な
仏教の排斥が行われませんでした。もちろん、た
びたび戦さがあって仏像が焼かれたり、明治初年

の神仏分離に伴う民間運動としての廃仏毀釈でた
くさんの仏像が壊されはしましたけれども、それ
でも 1500年の間に造られた仏像が、ほぼすべて
の宗派と仏像様式が時代を追って残されていると
いうことは、大変希有なことなのです
　平城京から平安京に都が移って、真言密教や天
台宗などの新しい仏教がもたらされると、また顔
つきが変わるのですね。その原因は、中国の宗教
事情も変わるし、中国の王朝の場所も変わるから
です。この滋賀県の向源寺の十一面観音は、イン
ドから直接来たのではないかと思えるほどエキゾ
チックな容貌です。制作をしたのは、いわゆる漢
人ではなくて、呉の地方から来たソグド系の人た
ちではないかと私は思っています。こちらの仏像
は東寺（教王護国寺）にある兜

と

跋
ばつ

毘
び

沙
しゃもんてん

門天。これ
は中国で熱心に信仰された毘沙門天のひとつで
す。頭が小さく非常にスラッとして、とても東ア
ジアの人の体形には見えないですね。
　先ほどの復習になりますが、東アジアでの仏教
伝播は黄河流域から高句麗、新羅から秦氏への
ルートと、長江流域の呉から百済を経て蘇我氏へ
と伝来したルート。そして大仏信仰、弥勒信仰と
いうのは黄河流域の仏教であり金属や石で造ら
れ、長江流域の仏教というのは天台山を中心とす
る観音信仰であり、材質は木や乾漆による造像で
あったということです。
　中国の地図を見ると、北の乾燥地域を流れてい
るのが黄河ですね。そして南の森林地帯を流れて
いるのが長江と、その下流域が揚子江です。そし
て今の揚州の辺りが呉の地域でしたね。北の方が
魏の国。長江の上流域が蜀の国。黄河と長江に挟
まれた平原が中国の中

ちゅう

原
げん

ですね。ここに王朝を建
てた国を中国と言うわけです。中国とは、王朝名
ではないのです。漢族であろうが、女真族（満州
族）であろうが、蒙古族であろうがチベット族で
あろうが、中原に王朝を打ち立てればみんな中国
です。だから今の中華人民共和国も、中国を名乗っ
ています。
　あ、そうそう、昔から「南船北馬」という言葉
があるように、北の地域は水が少ない土地ですか
ら馬や馬車で動きます。南のほうは水郷地帯です
から船で動きます。北は小麦の文化、南は水稲の
文化。呉の国の初代皇帝孫

そんけん

権は、紫髯碧眼であっ
たと言いました。紫色の髪の毛に緑色の青い目を
していた胡人（ソグド人）系であったというこ
とです。そしてこの呉の地域で成立した「伎楽、
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呉
くれうたのまい

楽舞」のキャラクターは、鼻が高い酔胡王や酔
胡従。そして長江のずっと上流にある蜀の国は四
川省。湖北省ですね。森林や木質系の文化。お茶、
養蚕、漆工、蜀

しょっ

江
こう

錦
にしき

などが発達をしたわけです。

仏典の漢訳事業〜観世音菩薩と観自在菩薩

　仏教はインドで起こり、アフガンから中央アジ
アに入った。だからそのころは、仏典はサンスク
リット語です。サンスクリット語のままでは中国
では広まらないので、熱心に翻訳をした訳

やっ

経
きょう

僧
そう

が
いたわけです。その初期の頃の一番偉大な訳経僧
が、鳩

く ま ら

摩羅什
じゅう

、クマラジーヴァという人。この人
が『妙法蓮華経』を漢訳した際に、「アヴァロー
キテーシュヴァラボーディーサットヴァ」を「あ
まねく衆生の声を聞く菩薩」という意味の観世音
菩薩と訳した。それが観音さまです。そして、こ
の揚子江流域の天台山を中心に観音信仰が早くか
ら根付きました。
　ところが、『西遊記』で有名な玄奘三蔵は、「ク
マラジーヴァがアヴァローキテーシュヴァラボー
ディーサットヴァを観世音菩薩と訳したのは誤訳
である」として、「すべての方角を見通す菩薩」
という意味の観自在菩薩が正しいとしました。同
じ菩薩を、一人のお坊さんは観音菩薩と訳し、別
のお坊さんは観自在菩薩と訳した。ですから、日
本に最初に仏像が来た法隆寺なんかでは、百済観
音、聖観音、救世観音のように、みんな観音さん
と言っていますね。だけど、『般若心経』の冒頭
は「観自在菩薩行深般若波羅蜜多時・・」となっ
ています。その二つの呼び名がずっと今まで続い
ているのも面白いですね。

日本に残る呉の文化

　日本に残る呉の地域の文化というのを少しだけ
話をします。呉の文化なんて、今のわれわれはほ
とんど意識しません。しかし日本語には、呉の方
言に基づいた「呉

ご

音
おん

」を日常的に使っています。
それから呉の地域で成立した仮面劇「伎楽・呉楽」
に用いられた「伎楽面」がたくさん残されていま
す。そして和服のことを「呉服」と言いますよね。
襟元をしっかり合わせて寒気が入らない服を「漢
服」といいますが、ゆったりとして風通しのよい
絹の和服の原形が「呉服」です。このように、呉
の国の文化はわが国に大きな影響を残しているの

です。
　「呉音」は、遣隋使が仏教経典とともにもたら
した揚州・江南地方の発音です。昨年、私は揚州
の無錫に行きました。そのとき、地元の人たちが、
「北京の人たちから、無錫の方言は日本語みたい
だといわれる」と苦笑いしていました。確かに、
空耳ですが日本語のように聞こえました。これは
すごいことだと思いませんか？その後、平安時代
になって遣唐使たちが大量にもたらした新しい教
典や政治用語は、黄河流域の発音である「漢音」
を用いました。
　『般若心経』は何と読みますか。「はんじゃくし
んけい」と読むのが自然じゃないですか？『関西
大学』は「かんさいだいがく」と読みますね。で
すよね。では『関西学院大学』は何て読みますか？
「かんせいがくいん」？何でですか？「かんさい
がくいんだいがく」ではだめなのですか？
　種明かしをしますと、『関西大学』を、「西（さい）」
というのは呉音であって、仏教的な読み方です。
関西学院大学は、キリスト教系ですので、仏教的
な発音の「西（さい）」を嫌って、創立以来わざ
わざ漢音で「かんせいがくいんだいがく」と発音
させているそうです。
　『経典』を「きょうてん」と読むのに、「けいてん」
と読む人はいないですね。『経済』は「けいざい」
と読むのに、「きょうさい」と読む人もいないで
すね。
　奈良のお寺では、『日光菩薩』は「にっこうぼ
さつ」で「じっこうぼさつ」ではないですね。『月
光菩薩』は「がっこうぼさつ」と読みますね。で
も、中世にもたらされた禅の経典を唱える京都の
禅宗寺院のお坊さんは、これを「じっこうぼさつ」
「げっこうぼさつ」と発音します。
　『大日如来』を「だいにちにょらい」と読むのは、
呉音の発音ですが、漢音でお経を読んだと思われ
る空海は、「たいじつじょらい」と発音していた
可能性があります。
　『日本』は何と読みますか？「にほん、にっぽん」。
では『本日』は？「ほんにち」？違いますね、「ほ
んじつ」ですよね。なぜ順番が入れ替わるだけで
読み方が違うのでしょう？
　呉音ですと、『日本』は「にちふぉん」と発音
していたそうです。【ph】の発音が昔はあったの
です。「にちふぉん」が「にっぽん」になり、「に
ふぉん」が「にほん」になった。漢音では、「じっ
ぽん」と発音しました。「じっぽん」を、ヨーロッ
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パの人たちが聞いて、「ジパング」や「ジャパン」
になった。今日の講演会は、ほんとに勉強になり
ますねえ（笑）。
　おやっ、ちょうどお時間の 12時半になってし
まいました。最後はずいぶん駆け足になりました
が、ユーラシアの長い長い歴史と文化のお話をし
てまいりました。もうちょっとお話をしたいこと
もあったのですけれど…。カルピスやスジャータ
の語源とか、天才バカボンのレレレのおじさんの
モデルは誰か…。これはみんな仏教から来ている
ことばですが、またそれは別の機会ということで。
今日は、長時間お付き合いくださいましてありが
とうございました。
　（拍手）




